
警 告

注 意

安全に関するご注意 安全上の警告・注意事項を必ず守ってください。

取り付け前のご注意

このような絵表示は、禁止の行為であることを告げるものです。 このような絵表示は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

浴室などの湿気の多い場所に設置しない。
(火災や感電の原因になります。）

交流100V以外では使用しない。
(火災や感電の原因になります。）

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるいとき
は使用しない。
(火災や感電の原因になります。）

電源プラグは根元まで確実に差し込む。
(プラグを根元まで確実に差し込まないと火災や感電の原因になります。）

便座・便ふたを持って製品を持ちあげない。
(本体がはずれて落下し、故障の原因になります。）

水場使用禁止 禁 止

禁 止 必ず守る

禁 止

1.電源は交流100V（50/60Hz）、定格消費電力はG：55W，S：51Wです。
必ずこの電力に適した配線に接続してください。

2.電源コードの長さは1mです。コンセントの位置はウォームレットが取りはずし
できる余裕を設けてください。

3.製品への通電は取付作業をすべて終えてから行ってください。

各部の名称 部品の確認
1 ウォームレット本体

2 ベースプレート部品

3 取扱説明書（保証書付），施工説明書（本書）

施工説明書 
取扱説明書 

ベースプレート
（ストッパー付）

ボルト
（2ヶ）

座金
（2ヶ）

ゴムブッシュ
（2ヶ）

節電時間 
節電 

脱臭 3 6 9

暖房便座 

ボルト 

座金 

ベースプレート 

ゴムブッシュ 

ラベル 
便ふた 

電源プラグ 

温度調節つまみ 

脱臭ランプ 節電ランプ 

節電スイッチ 

脱臭吹出口 

本体着脱ボタン 

Gタイプのみ 

警告 誤った取り扱いをすると、「人が死亡又は重傷を負う可能性が想定される」内容です。

注意 誤った取り扱いをすると、「人が傷害を負う可能性及び物質的損害の発生が想定される」内容です。

＊図はGタイプ
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●施工の前には必ずこの説明書をよくお読みいただき、この説明書の内容にそって正しく取り付けてください。 

ウォームレット G・S 施工説明書 



取付方法

試運転
●取付作業が完了したら次の手順で試運転を行ってください。

電源プラグの確認1
電源プラグを100V(50/60Hz)コンセントに
根元まで確実に差し込んでください。

一般の便器への取り付け

1 ベースプレートの取付方向を確認する。

と表示している
面が表側です。 と
表示している方を便器
の先端側に向けます。

前
後前

POINT!

標準（140） 

前 前 

後 

旧公団用取付穴 後 

4 本体を「カチッ」と音がするまで押し込む。

本体の中心とベースプレー
トの中心が合うようにして、
本体を押し込むと位置が合
わせやすくなります。

POINT!
ベースプレート 

カチッ 

3 ゴムブッシュを便座取付穴に差し込み、
上面からドライバーでボルトをかるく締
めておく。

ゴムブッシュの表面を水で
ぬらしておくと差し込みや
すくなります。

POINT!

便座取付穴 

2 ベースプレート表側から座金・ボルト
を差し込み、裏側からゴムブッシュを
入れ、ねじ部を4～5山程度ねじ込む。

ボルト 

座金 

ベースプレート 

ゴムブッシュ 

5 本体がまっすぐに取り付くことを確認し、
いったん本体を取りはずす。

本体は本体着脱ボタンを押
したまま手前に引くとはず
せます。

POINT!

本体着脱ボタン 

旧公団用便器への取り付け

6 ベースプレートが便器にあたるまでボル
トをしっかりと締めた後、再び本体を
「カチッ」と音がするまで押し込む。

パッキンがつぶれて、ベース
プレートが便器にあたるまで
締め付けてください。

本体を便器に取り付けた際、上下左右に若干のガタツキが発生します。
（これは、本体ワンタッチ着脱を行うために設けたスライド部の隙間に
よるもので、異常ではありません。）

便器 

便器 

ベースプレート ボルト 

パッキン POINT!

1 ストッパーをはずし、ノックア
ウトを取りはずす。

2 ストッパーを旧公団用の穴へ付
け替えてください。

はずす 

裏 

ノックアウト 

はずす 

ストッパー 

裏 

差し込む 

ストッパー 

旧公団用 
取付穴 

工事店様へ
● 取扱説明書の最終ページの保証書に必要事項を記入のうえ、必ずお客様にお渡しください。
●ウォームレットの機能・使いかたについてお客様に説明してください。新築などでお客様に引き渡すまでに時間があるときは、電源プラグを抜いておいてください。

脱臭機能の確認（Gタイプのみ）3

脱臭ランプ（緑色） 

脱臭ランプ（緑色）が点灯するこ
とを確認してください。

CHECK!

1 便座の上に手のひらと腕をおく。
（これは着座を検知させるためです。）

手のひらと腕を広い範囲にぴった
りと便座の上においてください。

POINT!

2 脱臭吹出口から風が出ていることを
確認する。

脱臭吹出口に手をかざして
ください。

（手のひらと腕は便座の上
にのせたままにしてくだ
さい。 ）

POINT!

暖房便座機能の確認2
温度調節つまみを右に回し、便座があた
たまることを確認してください。

便座があたたまるまで約15
分かかります。

POINT!
温度調節 
つまみ 

節電スイッチはお客様が操作する
機能です。
万一、スイッチを押した場合には、
節電ランプ（緑色）が消灯するまで、
繰り返しスイッチを押してください。

・・・節電スイッチ（Gタイプのみ）は押さないでください。

節電時間 
節電 

脱臭 

3 6 9

節電スイッチ 節電ランプ 

ご 注 意


